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腎下垂に対する補中益気湯の臨床的効果について
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   Hochu-ekki-to was administered orally in 2.5 g doses thrice per day to 53 patients who com-

plained of lumbago or lower abdominal discomfort. Its efficacy rate was 53.8% for the patients 
who complained of lumbago, and 32.3% for the patients who complained of lower abdominal 
discomfort. Total efficacy rate was 66.0%. Mild adverse effects were observed in 4 patients, but 
no severe untoward effects was observed. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2243-2248, 1988)
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緒 言

腎下垂 は,臨 業症状 ならびにX線 学的検査 とあわせ

て,比 較的容易に下 し得 るのに対 し,そ れに伴 う種J一

の愁訴については治療上困惑す ることが少な くないよ

うに思われ る.一 方,中 医学的 には,脾 胃論を出典 と

する補 中益気湯は,補 益剤の代表的処方 として,脾 胃

気虚,特 に中気下 陥と称する状態に用いられ る1)腎

下垂を正常の後腹膜腔結合織 の支持能 力の低下 も一因

にある と考xれ ば,中 気下陥一 いわゆるア トニー状態

一に対す る代表的処方である補中益気湯が奏効する可

能性 も示唆 され る.わ れわれ は,腎 下垂 として診断 さ

れた症例の愁訴に対する補中益気湯の効果を検討 し,

若干の成績を得た ので,考 察を加えて報告する,

象 症例 は53例 で うち 男子2例,女 子51例 で あ った.年

齢 分 布 は20歳 か ら78歳 まで で,平 均 年齢 は47.8歳 で あ

った.投 与 症 例に つ い て,効 果 判 定 時 のパ ラ メー タ ー

と して,ロ ー レル指 数 を 算 出 した.ロ ー レス指 数 に

て,や せ 型 と判 定 され る1型 は23例,普 通 型 とされ る

Table1.対 象 症 例

・i)男2例 女51例

針53例

2>年 令 分 布

年 令 例数 率

対象および検討方法

20^-29

30～39

40^-49

50～59

60^-69

70～

4

8

20

13

z

6

7.5%

15.1%

37.8%

24.5%

3.8%

11.3%

1.対 象症例(TaUlel)

対象症例は,腰 痛な どの腎下垂を示 唆する訴えを有

する患者 で,X線 学的に腎下垂 と診断 された ものであ

り,他 に何 らかの疾患 を合併する症例は除外 した.対

平均年令

3)ロ ーレル指数

1型(や せ)

皿型(普 通)

皿型(肥 満)

47.8才

～1 .2923例(43.4%)

1.30--1.4925例(47.z%)

1.505例(9.4%)
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皿型は25例,肥 満型 とされる皿型は5例 であ った,

2.投 与量並びに投与方法

投与方法 は,ツ ムラ補 中益気湯 エキス剤7.5gを 毎

食前3回 に分服 させた.原 則 として4週 間の継続投与

を行い,投 与前後 の愁訴の変化を検討 した.

3.効 果判定

効果判定は,補 中益気湯1ヵ 月投与に伴 う各症例の

愁訴の変化 を アンケー ト方式 に て 調査 した,判 定項

目として,腰 痛,下 腹部不快感,血 尿,そ の他ct補 中

益気湯の証"と 考 えられ る項 目に つ いて アソケー ト

を行 った.腰 痛,下 腹部不快感並び に血尿 について

は,陰 性か ら強陽性の4段 階に分類 し,Table2の

ごとく判定 した.

12号1988年

1.症 状別効果

1)腰 痛

結 果

Table2.効 果 判定 基 準

腰痛 について の成績はTable3に 示す ようであ っ

た.そ の出現率は53例 中弱例83%で あ り,腎 下垂 とし

Table3.腰 痛 に 対 す る 効果

艘 擶(症 状発現率 唱/53=83.0%)

例数 改 曹 率

1段 階改善1943.2%

2〃613.6%

3〃00%

不 変13

悪 化3

不 明3

56.8%

44

著 効:腰 痛,下 腹部不快感の自覚症状のいず

れも消失し1他 の自覚症状も改善 した者

有 効:腰 痛,下 腹部不快感の自覚症状 のいず

れかが2段 階改善した者

Table4.下 腹 部 不 快 感 に対 す る効果

下腹部不快感(症 状発現率31/53=58.5%)

例数 改 魯 率

やや有効:腰 痛,下 腹部不快感の自覚症状 のいず

れかが1段 階改善 した者

無 効 全く改善が見られなかった者

悪 化:投 与中に症状の悪化した者

1段 階改普9例29.0%

2〃00%

s--13.2%

不 変18

悪 化2

不 明1

323%

計 31例

Table5.体 型 に よる影 響 一 腰 痛一

効 果判 定

ローレル指数(TypeI～[mに よる改普

〔腰 痛〕

症状を示 した症例44例(83.0%)

1型 n型 田 型 全 体

1段階改善

2段階改普

3段階改善

不

悪

不

什 → 十

十 → ±

十 →_

*一.±

十 → 一

十 → 一

十 → 什

変 十 → 十

十 → 十

化

明

1

6

3

1

0

0

0

5

t

1

1

57.9%

i

4

2

1

4

0

0

4

z

t

2

57.1%

O

z

O

O

O

O

O

O

i

1

0

50.0%

2

12

5

2

4

0

0

9

4

3

3

56.6%

計 19(出 現率82.6%)21(出 現#84.0%)4〔 出現率80,0%)44(出 現率83.o%)
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て診断された うちの最多の愁訴 と考え られた,補 中益

気湯服用に よ り,結 果 と して,有 効 であった もの6

例,や や有効19例 計25例56.8%に 有効 と考xら れ た,

2)下 腹部不快感

下腹部不快感 の 出現率 は53例 中31例58,5%で あっ

た.結 果 は,著 効例,や や有効9例,計32.3%の 有効

率であ った(Table4).

2.ロ ーレル指数別効果

1)腰 痛

2245

腰痛に対 す る補 中益気湯 の有効率は56・8%で あ っ

た.こ れを ロー レル指数別に検討するとTable5の

ようであった.す なわち,1型 では19例 中11例57.9

0,皿 型では21例 中12例57.1%,皿 型 では4例 中2

例50%に それ ぞれ 有効であった.各 群間に有効率の

差は認めなか った.

2)下 腹部不快感

下腹部不快感に対する補中益気湯の有効率は32・3%

であった.ロ ーレル指数別に検討す るとTable6の

Table6.体 型 に よる影 響一 下腹 部不 快 感一

効果判 定

ローレル指数(TypeI～ 田)に よる改善

〔下腹部不快感〕

症状を示した症例31例(56.6%)

1型 n型 田 型 全 体

1段階改曹

2段 階改替

3段 階改替

不

悪

不

静 → 十

十 → ±

十 一ゆ 一

茄 → 十

十__

静 → 一

什 → 卦

変 十 → 十

十 一9十

化 十 → 升

明

0

3

4

0

0

0

i

4

5

0

0

41.2%

0

0

2

0

0

t

O

2

4

2

1

zs.o%

0

0

0

0

0

0

0

t

t

O

O

0

3

6

0

0

t

t

7

io

2

i

32.3%

計 17〔 出現率73.9%)12{出 現率姐.o%}2〔 出現X40%)31{出 現宰冊.5%)

Table7.血 尿 に対 す る効 果

効 果 判 定

ローレル指数(TypeI～ 皿)に よる改暮

〔血 尿〕

症状を示 した症例30例(56.6%)

1型 n型 皿 型 全 体

聾 → 十

1段 階 改善 十 → ±

十 一ゆ 一

十 → ±
2段 階 改替

十 →-

3段 階 改善 升 → 一

什 → 十

不 変 十 → 十

十 → 十

悪 化

0

2

2

0

0

0

2

3

4

t

28.6%

1

1

0

0

0

1

0

4

4

3

21.4%

0

0

0

0

0

0

0

z

O

O

1

3

2

0

0

1

2

9

8

4

23.ヨ%

計 14(出 現率fiO.9%)14(出 現率56.o%)2(出 現率40%)30(出 現率56.6%)
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Table8,総 合 判 定

総合判定

1型 II型 皿 型 全 体

欝ii:i:}iトlii叢}
無 効7(30.4%)5(zo.o%)

不 明01

悪 化11

アz.o%

0

2

0

z

O

i

40.0%

灘iiト
t4例(26.4%)

1例

3例

計23例 25例 5例 53例

よ うに,1型17例 中7例41.2%,II型 で は12例 中3

例25%,両 群 問 に 有意 差 は認 め な い が,1型 に高 い

傾 向が あ った,

3)血 尿

血 尿 の 出現 率は53例 中30例56。6%で あ った.血 尿

に 対 す る 補 中 益気 湯 の 有効 率 は30例 中7例23.3%で

あ った.有 効例 の 内訳は,著 効1例,や や 有効6例 で

あ った.Table7の よ うに,ロ ー レル指 数 別 有 効 率

は1型 で14例 中4例28.6%,II型 で14例 中3例21.4

0,皿 型 では,血 尿 は5例 中2例 に 出現 したが,2例

と も無効 例 で あ った.

3.総 合 判定

1)ロ ー レル指 数別 総 合 判定

体 型 別効 果判 定 は,1型(や せ)で は23例 中 著 効2

例,有 効7例,や や 有効6例 の計15例65.2%の 有 効

率 であ った.こ の群 で は腰 痛 に対 す る効 果 が顕 著 で あ

る よ うに 思わ れ た.皿 型 で は,25例 中著 効2例,有 効

10例,や や有 効6例 計18例72%に 有効 と認 め られ た.

皿型(肥 満)で は,5例 中2例40%に 有 効 で,腰 痛,

Table9.証 的項 目へ の効 果

その他の自党症状

投 与 前 投 与 後症 状 改砦率
例 数 改替例数

手足のだるさ

疲れやすい

食欲 がない

夜 はよく眠れない

寝 汗

くよ くよす る

動 悸

便通が悪 い

食べ物がおいしくない

26

39

is

17

9

36

is

21

io

13

18

6

5

2

7

3

3

50.0%

46.2%

37.5%

29.4ss

22.2%

19.4%

18.8%

14.3%

Table10.副 作 用

出現率4例/53例(7.5%)

症 状 上腹部不快感1例,吃 逆1例,熱 感1例 ,

心窩部痛1例

その他の愁訴 の改善が 明らかであった(Table8).

2)総 合判定

腎下垂 に伴 う種 々の訴えに対す る補中益気 湯投与に

よる奏効率はTable8の ようであった.著 効は4例

7.5%,有 効は19例35.8%,や や有効は12例22.6%

であ り,有 効であ つた と判定 された症例は35例,総 合

有効ass.o/で あった,無 効例 は12例 であった.悪 化

例を3例5.3%に 認めたのは意義深い ことと考え られ

た.

4,そ の他の 自覚症状 に対する効果

有効例 の解析 を行 うため,補 中益気湯の証を構成す

る項 目を設定 し,そ れぞれ の出現率な らびに補中益気

湯服用に よる改善度をチ ェックした,補 中益気湯の証

に か か わ る9項 目を設定 し,ア ンケー トを 施行 した

(Table9)。 各項 目の うち,最 も出現率の高か った も

のは,易 疲労感で39例73.6%に 出現 してい る.二 番 目

に出現率の高 い ものは不安感(36例67.9%)で あ っ

た.改 善率か らみる と最 も有効であったのは,倦 怠感

であった.二 番 目は易疲 労感であ った.

5.副 作用

副作用は,TableIOで み られ るように,53例 中4

例に認めた.出 現率は7.5%で あ った.内 訳は,上 腹

部不快感1例,吃 逆1例,熱 感1例,心 窩部痛1例

で,全 例投与 中止に伴い,症 状は消失 した。熱感につ

いては,副 作用 と考える よりも,薬 効の強 さと考えた

方が妥 当ではないか と思われ る.

考 察

近時,漢 方療法 な らび に 漢方方剤の普及 について

は,目 を瞠る べ き も の があ る.又 漢方方剤 について

は,個hの 構成 生薬 レベルの分析,薬 理学的機作 の検

討 が行われているのが現況 と考 えられる.一 方,臨 床

医学の立場か らは古来の中医学 の粋 とも言 うべきlf証"

を十分に活用 しつつ,中 医学 を西洋医学 と連結せ しめ

るとい う試みは,未 だ始 まったばか りである.今 回,

われわれが・腎下垂 に対 して補 中益気湯を特に今回選
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Table11.ツ ムラ補中益気湯の構成

補中益気湯 を構成す る生薬成分の概要

2247

生 薬 名 基 源 主 要 成 分

日局 オ ウ ギAstraplusmembrarmceus有 効成分未詳

(黄樹Burgeま たはその他同(フ ラボノイド)

属植物(マ メ科)の 根

日局 ソ ウ ジ ュ ツ

(蒼魂)

日局 ニ ン ジ ン

(人参〉

ホソバ オケ ラまたは

その変種(キ ク科)の 恨

茎

オタネニ ンジン(ウ コ
キ科)の 根(細 根 を除

去)

精油

(atractyla3in

R-eudesmoi)

サホ ニ ン(ginsenoside)

日局 ト ウ キ トウキ または その他 梢油

(当帰)近 緑植物(セ リ科)の 根(butylidenephthalide)

日局 サ イ コ ミシマサ イ コ(セ リ科)saikoside

(柴 胡)ま た は その変 種の 根s[igmasterol

日局 タ イ ソ ウ

(大廉)

日局 チ ン ピ

(陳皮)

日局 カ ン ゾ ゥ
(甘草)

日局 シ ョ ウ マ

(升麻)

ナツメまたはその他同 糖、粘液質などの水溶性

属植物(ク ロウメモ ド 糖質
キ科)の 果実

ミカンまたは、その他 精油(d-iimonene等)

近緑植物(ミ カン科)の フラボノイ ド配糖体
成熟 した果皮(hesperidine)

カ ンゾ ウ(マ メ科)の 根glycyrrhizin

お よび ス トロ ン(glycyrrhetinicacidと2

分子 のglucuronicacid)

glabricacid

liquiritin

サ ラシナ シ ョウ マ またisoferulicacid

は その他同 属 植物(キ

ンホ ウゲ科)の 根 茎

日局 ショウキョウ ショウガ(シ ョウガ科)精 油(zingiberol)

(生姜)の 根茎gingerol

択 した理 由は,中 医学的に 星曜中気下陥"と 称す る状態

が腎下垂 の病因となる状態に類似 して い る た めで あ

る.補 中益気湯はTablel1の ように10種 類 の生薬成

分よ り構成され,そ の概略は以下 の通 りである。すな

わち,ツ ムラ補中益気湯エキス剤7,5g中 には,黄

書4.09,蒼 前4.09,人 参4.09,当 帰3.09,柴 胡2.09,

大擾2.Og,陳 皮2.Og,甘 草1.5g,升 麻1.Og,生 姜

0.5gの 割合で混 じた エキス分5.Ogが 含まれている.

それぞれ の構成生薬 のお もな薬理作 用には次の よう

なことが考 えられている.黄 省は,マ メ科 のキバナオ

ウギな どの根を乾燥した ものである.薬 効 としては,

血圧隆下作用,末 梢血管拡張作用,強 壮,健 胃作用を

有 し,利 尿,鎮 痛作用 も認められ る.中 枢神経 に対す

る刺激作用 も考え られ るD.蒼 尤は,キ ク科のホ ソパ

オケラの根茎を蒸乾 した ものである。薬効 としては,

血糖値抑制,血 管拡張作 用,鎮 静作用 ならびに水分代

謝を促進す る2).人 参は ウコギ科のオタネニンジンを

乾燥 した ものである,薬 効 と しては,副 腎皮質ホルモ

ンの分泌促進,血 圧降下,消 化管運動充進作用が報告

されている.そ の他,蛋 白質,核 酸合成促進が認め ら

れている.又 中枢神経興奮作用 も報告 され薬効 として

は,補 気救脱,益 血複脈,養 心安神,生 津止渇,補

肺定喘,健 脾止潟,把 毒合蒼 の7つ が あげられてい

る3).当 帰は,セ リ科の カラ トウキの根を乾燥した も

の である.薬 効 として血流充進 作用,血 圧低下,平

滑筋興奮作用,鎮 痛,抗 炎 症 作 用 が あ げ られてい

る4).柴 胡 は,セ リ科 の ミシマサイ コの根を 乾燥 し

た ものである.薬 効 としては解熱作用,鎮 静,鎮 痛作

用を認める.生 合成促進作用,ス トレス潰瘍予防作用

なども同様に認められたio).大 覆は,タ ロウメモ ドキ

科 のナツメ類の果実を乾燥 した もの で ある.薬 理作

用は明 らかではないが,強 壮作用,鎮 痛作用が認め ら

れ るF).陳 皮は,ミ カン科の果皮を乾燥 した ものであ

る.薬 効としては,中 枢興奮作用,血 管収縮作用,毛

細血 管強化作用が認め られている6)。 甘草は,マ メ科

の ナソキ ソカソゾウな どの根を乾燥 した ものである.

薬効 としては,抗 ア レルギー作用,抗 炎症作用,鎮 痙

作用(パ パベ リン様の向筋 肉作用)があげ られている7)・

升麻は,キ ンポ ウゲ科 のサラシナシ 。ウマの根茎を乾

燥 した ものである.薬 効としては,解 熱,鎮 痛作用が

認め られている8).生 姜は,シ コウガ科 のシ ・ウガを

乾燥 した ものである.薬 効 としては,唾 液分泌促進並

びに殺菌作用,消 化管機能調整,(食 欲増進に働 く).

血管拡張作用,循 環促進に も効果があると言われる9)

一方
,腎 下垂の症状は,腎 の過剰 な位置移動に伴 ない

発現す る,病 因として,腎 周囲支持組織が弱体である

こと,腎 茎部に腎の可動性を与 える要因などがあるこ

とな どが考え られるが,そ の治療法については,決 定

的手段に乏 しいよ うに思われる.腎 下垂に対する補中

益気 湯の効果についての機作 は明らかではないが,薬

理作用,薬 効 などか ら推論すれば以下 のよ うなことが

考えられる.黄 誉,人 参,陳 皮に よ り中枢神経 の興奮

が生 じ,筋 緊張が惹起され,又 代謝充進に よ り食欲増

加 も考x得 る.人 参には柴胡 とともに,生 合成促進作

用があ り,腎 下垂症にかかわる結合織量への影響 も期

待 され る.甘 草の鎮痙作用 も疹痛緩和に有効 と思われ

る.そ の他,強 壮作用,抗 潰瘍作用,健 胃作用な どは,

全て体質改善 の方向を示竣 してい るように思われ る。

又大喪には,攣 引強急 と言われ る筋 肉の 索引痛を寛

解す る作用がある.そ れ と同様 の作用がい くつか の薬

剤にみ られ,そ れ らも症状の緩和に有効と思われ る,

これ らの作用 の総合的効果 として,腎 下垂に伴 う種 々

の愁訴を改善す ると考xら れる.既 に述ぺた ごとく,

補中益気湯の総合有効率は66%で あ り,単 に内服療法

のみで,ほ とんど副作用 も来 すことな く治療効果 をあ

げ得るとい う点では,他 の各種の療法に比べて遜色を

認めないと思われ る,効 果は特に腰痛,全 身倦怠感に
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つ い て顕著 で あ った.腎 下垂 に 伴 う血尿 に つ いて

も,23.3%の 有効率であった ことは注 目に値する.陳

皮 の毛細血管強化作用 も働い て い1るもの と考え られ

る.今 回の分析では,証 との関連性を調ぺるために ロ

ーレル指数を算出 した.下 腹部不快感Y`つ いての有効

率は,1型 で41.2%,H型 では25%で あ り,1型 にお

いて右効率の高い傾 向であ った大総合有効率次,1型

では,65.2%,H型 では,12%と 逆に ∬型で高い傾 向

を示 した.又 自覚症状 として設定 した補 中益気湯の

証 と考え られ る項 目との一致率 と有効率の間には,明

らかな傾向が認め られなかった,成 書に よれば補中益

気湯は,気 虚の うち,中 気下陥,清 陽不升,脾 不統血

などの症状に使用 され る.具 体的には,疲 労,体 力低

下,消 耗性疾患,内 臓下垂症などに対 し用い られ る.

当剤の強壮作用,消 化管機能に対する作用,食 欲増進

作用を根拠 として,悪 性腫瘍患者 の愁訴改善に使用 さ

れた りiz),抗 ス トレス作用を根拠 として,男 子不妊症

患者に使用されている13).わ れわれは,筋 緊張作用,

鎮痛,鎮 静作用を根拠 として腎下垂症に使用 し良好な

結果を得た.し か し,4週 投与 とい う比較的短期間で

高い有効率を示 したことは,構 成生薬の多 くにみ られ

る抗炎症,鎮 痛,鎮 痙,鎮 静効果が大 きな役割を果た

している可能性が十分 ある ように思われ る.こ の薬剤

の臨床的効果をみ るためには,長 期間の本剤投与によ

る体型の変化,運 動負荷 も加えた上での腎下垂のX線

学的改善度な どの検討が必要である.

結 語

1.腎 下 垂 患者53例 に対 し,ツ ム ラ補 中 益気 湯1日

7.59を 投 与 し,腰 痛 な ど の愁 訴 改善 につ い て検 討 し

た.

2.腰 痛に つ い ては,44例 中25例56.8%,下 腹 部

不快 感 に つ い て は,31例 中10例32.3%の 有 効 率 であ

った.血 尿 に つ い て も30例 中9例 に 有効 と考 え られ

た.

3.副 作 用 は,53例 中4例7.5%に 出現 した い,投

与 中止 に 伴い 消失 し,重 篤 な副作 用 は 認 め なか った,

12号1988年

4.総 合有効率は66%で あ り,良 好な結果 と考え ら

れた.
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